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日工販理事

野　路　周　治
（サンコー商事㈱　取締役社長）

「インド、タイを歩いて」

　２月11日～20日までインド、タイへ行ってまいりました。

　インドへは一昨年９月に駐在員事務所の開所式以来、実に１年５カ月ぶりの訪印になり

ます。

　タイにつきましては昨年９月以来、半年振りになります。

　余談ですが、一昨年９月のインド訪問はタイで３日間仕事をしてからインドに入りまし

たので、環境の変化に慣れるのが大変でした。

　今回は、インドで一週間仕事をしてからタイに入りましたので気分的に余裕がありまし

た。

　当社の事務所はハリアナ州グルガオンにあり、デリー空港から高速道路を走り約40分ぐ

らいのところにあります。時間帯によっては大渋滞に巻き込まれると２時間ぐらいかかっ

てしまいます。

　車の運転マナーは非常に乱暴です。割り込み運転は当たりまえで、いつも前だけ見て運

転しています。従ってクラクションはいつもなりっぱなしの状態です。（インドの車のク

ラクションは世界一丈夫だと言われています）

　インドでは人の移動手段は動物を含めると大雑把に①ラクダ ②象 ③馬 ④ロバ ⑤自転

車 ⑥リキシャ ⑦オートリキシャ ⑧自動二輪 ⑨乗用車の方法があります。
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　大混雑する公道をラクダ、馬、ロバ、象が人を乗せて堂々とゆったりと移動している様

はなんともいえない光景です。

　そんな中、インド経済はリーマン・ショック後の経済減速を受け、景気刺激策の一環と

して自動車などに対する物品税の税率の引き下げの効果が出て、日用品、自動車、耐久消

費財部門を中心に大幅な伸びを記録しています。

　インド自動車工業会（SIAM）発表によると、１月のインド国内新車（乗用車）の販売台数

が前年同月比36.6％増加した。これで７カ月連続二桁のプラスを記録。今年度（2009年４

月～10年３月）に入ってからの累計は155万７千台と前年実績を25.2％上回っています。

　好調な販売は年収30万円～100万円の給与所得者の増加とともに、それに加えて自動車

ローンが充実してきたことが大きな要因と思われます。

　又、デパートを覗いてみると館内はBGMが流れ、人でごったがえし。日本の国内デパー

トにいるような錯覚に陥ってしまいます。陳列してある商品も豊富で大きな袋を抱えてい

る姿が印象的でした。

　住宅事情も高層マンションで３LDKが約３千万円と非常に高価です。そんな中で、高級

マンションが立ち並ぶど真ん中に貧困層が生活している平屋の住宅があり、そこには野放

しにされた親ブタが子ブタを５匹連れて遊んでいるのも異様な光景です。

　インドの人口12億人の中からすこしずつですが車を購入できる給与所得者が確実に増え

ています。

　数年後は世界ＮＯ１の経済大国になるような気がします。

　次回は10月ごろインドへ訪問予定です。

　インドの流れでタイに進出して８年目を迎えるサンコー商事タイランドへ寄ってきまし

た。

　タイはここ10年近くの外資奨励策が成功して、輸出関連企業が牽引役になり順調な成長

を果たしてきました。

　当社もその流れの中で、ここ３年黒字基調になりました。

　生活面ではなんら不自由なことはありません。次回もインド経由で訪問する予定です。
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No.117

省スペース省エネを実現したNC旋盤「XC-100」

高松機械工業㈱
技術部 開発課 課長

山　野　　真

・はじめに

　ものづくりの現場においては、自動車部品、

家電部品をはじめとして、多くの部品の高精度

化、小型化が急速にすすんでおり、工場の単位

面積当たりの生産性向上や省エネルギー化を目

的とした「工作機械の小型化」に対する要求はま

すます強くなっています。

　また、当社は「環境へのやさしさが標準仕様で

す」を製品キャッチコピーとしていますが、今回

開発したNC旋盤「XC-100」は、特に省エネに注

力し、さらには高機能、高精度、低価格との優

れたバランスを実現しましたので本稿で紹介さ

せていただきます。（写真①）

・省スペース

　部品一つ一つを細部にいたるまで見直し、機

能を損なうことなく、各部品をサイズダウンし

ました。従来機と同じ刃物台ストロークやドア

開口長さを確保し、切粉落とし口面積も2倍以上

に拡大しながらも（機械幅1,150mm、フロアス

ペース1.58ｍ2：従来機比較ｰ15％と）、このク

ラス最小幅を実現しました。たとえば、従来機2

台分のスペースに、「XC-100」を3台設置できる

ほど省スペースです。（写真②、図①）

写真①：XC-100

写真②：機粉落とし口
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話題の技術

・デザインの一新（操作性・保守性の向上）

　小型化を進める際に犠牲となりやすい操作性や保守性に着目し、チャックバルブや潤滑油ポンプ、エ

ア機器を機械前面に配置して日常の点検を行ないやすくすると共に、機械前面をフラットにし、操作系

統のみわずかな段差と従来機とは異なるカラーリングで強調させることで操作性を高め、細部にまで使

いやすさを追及した新しいデザインとしました。（写真③）

・能力UPと高精度

　従来機ではオプション仕様であった1ランク上の主軸モータ（7.5/5.5kW）を標準装備としました。

　それにあわせX軸スライドも一回り大きく、切削時の面圧を軽減させることで長期の精度維持をねらい

ました。

　また、X軸ボールネジのプリテンション構造（※1）の採用や、一時停止時の寸法変化を極力小さくさせ

る為のベッド構造により、油類の温度調節機や制御装置による寸法補正機能等の、特別な付加の無い、

図①：スペース比較 写真③：機械前面操作性の向上

表①：経時変化寸法データ
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話題の技術

素のままの標準状態で、8時間経時変化寸法φ5ミクロン、1時間停止時φ3ミクロンを達成しています。

（表①）

（※1）プリテンション構造：熱による伸び量を考慮し、あらかじめ張力を加えておくこと

・サイクルタイムの短縮

　「XC-100」は独自のコンパクトローダ「Σ

C60」の搭載により、シンプルな自動化システム

を構築することができます。

　「ΣC60」は機上配置のため無駄なスペースを

必要とせず、様々なワークにも柔軟に対応でき

るローダです。従来タイプに比べ、最短ロー

ディングタイムを大幅に短縮、3.5sec（ｰ35％）

を実現しました。主軸モータ能力UPによる加減

速時間短縮（ｰ25％）と合わせて、サイクルタイ

ムの短縮へ大きく寄与します。

　非切削時間の短縮は生産性の向上だけでな

く、1サイクル内に発生する無駄な消費電力を削

減させる事ができます。（写真④）

・省エネルギー

　十分な能力を確保した上での大胆な軽量化に挑戦することで、使用材料および生産におけるエネルギー

消費量の低減を図りました。主軸の軽量化による慣性モーメントの低減、ベッドにおいては3Dモデルに

よる構造解析や熱解析の実施により、剛性を保ちつつベッド内部構造の無駄を省いたシンプルな形状を

実現しました。（図②）

写真④：XC-100ローダ搭載機

図②：各種の省エネおよび省資源の対策
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日工販SE合格者 第１７１回発表

今回は2月の合格者8名です。

認定No. 会社名 合格者名

Ｓ
Ｅ教育

　

Ｓ Ｅ教
育

10-16-2391 ㈱森精機製作所 吉村　伸次

10-19-2392 伊藤忠メカトロニクス㈱ 木野　正博

10-19-2393 ユアサ商事㈱ 荒井　正明

10-19-2394 ㈱東　　陽 山中　吉広

認定No. 会社名 合格者名

10-19-2395 ＪＡ三井リース㈱ 徳永　晃久

10-19-2396 三菱ＵＦＪリース㈱ 中村真太郎

10-19-2397 岩谷産業㈱ 堀田　　勝

10-19-2398 米善機工㈱ 嶋田　　賢

　制御盤内の発熱部品を削減することによる、

熱交換器排除やNC画面バックライトの自動消灯

や機内照明へのLEDライトの採用、内部塗装色

をシルバーにするなどの細かな工夫も行い、運

転時（社内標準測定用プログラムによる）の消費

電力測定において、従来機に比べ15.2％の削減

効果を達成しています。

（表②）

　主軸モータの出力UPによって瞬間的な消費電

力は高くなりますが、加工短縮が可能となるた

め、トータルの消費電力量を削減することが可

能となります。

　このように、従来から消費電力が小さいとさ

れるTAKAMAZの小型機であっても、日々の進化をさらに積み重ねています。これからの循環型社会の

実現に向け、環境調和型のものづくりを目指すTAKAMAZの姿勢を感じて頂けると幸いです。

　以上簡単になりますが、今後とも「お客様に満足を得られる商品を提供」していきますのでよろしくお

願い致します。

・・・製品情報は高松機械工業ホームページhttp：//www.takamaz.co.jp・・・

表②：省エネ達成値

話題の技術・SＥ教育
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ユアサ商事㈱
関東工業機械部 課長

堀　内　宏　行

　2008年後半からの急激な落ち込みから1年半が経過しました。国内市場が回復するにはもうしばらく

時間がかかると言われています。私は何度か不況を経験してきましたが、ここまで落ち込むと体調まで

悪くなりそうです。100年に一度の大不況なので、これ以上はないと願うばかりです。

　私はこの業界に入って20年が過ぎました。この20年間はあっという間であり、良い時代、悪い時代、

当時を思い出すと、様々な経験ができたと思います。私はルート商売一筋であり、販売店経由の商売が

主流でした。当時の商社の販売方法の一つに割賦販売があり、48回、60回といった長期手形で回収す

ることが多くありました。景気、不景気の波がある業界ですから、当然滞ったり、回収不能となること

も何度かあり、苦労した思い出があります。

　入社した頃は携帯電話も出始めた時であり、殆どの人はポケベルで営業をしていました。一旦外出す

ると、なかなか連絡をとることが難しい時代であり、今考えるとのんびりした時代であるとつくづく思

います。

　又、現在はインターネットやメールが普及し、ビジネスに大きな影響を与えています。いつでもどこ

でも、瞬時に情報をとることが容易になりました。この時代は便利になりすぎて、商社にとってはより

厳しい状況となっているのではないでしょうか？

　我々は絶えず時代の流れを先読みし、順応していかなければなりません。 果たして、この業界の今後

はどのようになっていくのでしょうか？

　商社の役割をしっかりと果たさなければ、存続することが難しい時代になると思います。より一層専

門性を身につけて、対応していく必要があります。

　ところで、環境問題が騒がれている現在、環境配慮型商品を選択するのは必要不可欠となっています。

昨年、環境対応型パレットの製造ライン構築の商談に携わることができました。通常市販されているパ

レットは木かプラスチック製です。環境対応型とはその中間で、廃材の木屑とプラスチックの混合材を

成型したものです。ただ同然の木屑が材料であり、原料コストの削減、石油の使用抑制によるCO2排出

削減、又、廃棄パレットは製品原料としてリサイクルが可能など、環境面において配慮された製品です。

農林水産省のバイオマスタウン構想に適合する事業の為、国からの補助金が出ます。

　当社は現在、環境商品を売るために専門部隊を設け、積極的にPR中です。工作機械業界の主力となる

自動車関連も大きく変化しています。環境に配慮した関係で、ハイブリット車が主力となり、電気自動

車も各社積極的に販売していくと思われます。物が売れれば製造に必要な工作機械の需要も増加します。

　是非、環境商品を積極的に販売し、消費に貢献することによって、デフレの時代から脱却できるよう

努力していきましょう。
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「金融恐慌とユダヤ・キリスト教」
島田裕巳 著（文春新書、2009年10月）

米沢工機㈱　経営企画室営業本部
副本部長　総務担当

森　　俊　道

　2009年は工作機械の受注高が前年比マイナス68%という激動の一年であったが、中国を始め新興国

中心に景気回復の声が聞かれ、海外向け受注も国内向けより早く回復するものと思われます。工作機械

業界においても今まで以上にマーケットのグローバル化が進むものと思われます。私たち日本人は、世

界に対して仕事を進めていくにあたり海外の人のものの考え方や意見、行動の違いによくぶつかります。

その中でキリスト教文化の人たちの考えや行動がどういったバックグランドを持っているのか、近代の

資本主義がどのような時代背景のもと、宗教とかかわりを持ちながら成り立たったかを本書はわかりや

すくコンパクトに語っております。

　「100年に一度の経済危機」と語ったのは、アメリカFRB前議長のグリーンスパンであった。今回の金

融危機、経済危機が1929年の「大恐慌」以来の深刻な状況であることを説明した言葉であるが、それは

世界中に広まっていった。震源地アメリカではその後AIGの経営不安や、GM、クライスラーの経営破綻

など実体経済にも大きな影響を与えた危機に陥り、アメリカ向けを中心とした輸出産業に比重を置いて

いる我々日本経済にも大きな影響があったのも事実である。しかし、さまざまな苦難を乗り越えてきた

日本経済にとって、例えばバブル経済の崩壊後の「失われた10年」と今回の危機がもたらした事態とを比

較しても、それほど深刻と感じるものではないか。グリーンスパンの発言に象徴される危機意識のとら

え方が、ユダヤ・キリスト教の信仰の核心にある終末論から生まれていると筆者は指摘する。金融危機

は世の終わりが訪れたかのような、それは神の見えざる手によって堕落した人間に神が罰を与えたこと

として解釈される。

　これらの考えは、近代資本主義が形成される過程においてから影響している。イングランドやオラン

ダなどの資本主義が勃興した地域では、プロテスタントの影響が強くそれが資本主義を発展させる基礎

を作った。マルクス共産主義などその後の経済学や、現在の市場原理主義も同様で、人々の経済活動や

経済学がユダヤ・キリスト教の世界観と深く結びついており、意識することなく人々に受け入れられて

いる。現代の金融資本主義は市場に全面的な信頼を寄せることにより、金融のバブルを生み今回のよう

な金融危機を生む。

　我々日本人は、有史以来他民族からの侵略を受けることなく現在にいたっております。また信仰にお

いても、唯一絶対の神を持たず、閉ざされた村落共同体としての社会を形成してきた民族である。この

共同体をもとに成立した企業経営が日本的経営システムであり日本的資本主義であった。グローバル化

が進む現在の経済において、神の実在を前提としない資本主義を育ててきた日本人の経済観に、新たな

経済学としての方向性を提唱され確立されるかもしれないと本書は締めくくっております。それは我々

がまさにこれから進むべき道を自ら探し求めることに他ならないことと思われる。
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議 事 録 から議 事 録 から

臨　時　総　会

　日工販会費徴収に関する臨時総会が平成22年

2月1日に公示され、2月19日を議決権行使最終

日（開催日）として郵便による持ち回り臨時総会

として開催されました。

　議案は次のとおり：

　第1号議案 会費については、平成22年度会

費の徴収額を半額とする。期中

入会会員についても同様とす

る。

　第2号議案 徴収方法については、正会員、

賛助会員ともに1年まとめて納入

する。

期中入会会員についても該当期

間をまとめて納入する。

　第3号議案 平成23年度会費徴収方法につい

ては、やむを得ず延長せざるを

得ない場合、平成23年1月の定

例理事会に判断を一任する。

　臨時総会は定款の定めにより成立し、議案は

承認されました。

第１０５回　調査広報委員会

日　時：2月18日（木）　15：00～17：00

場　所：機械工具会館5階

出席者：田尻委員長、委員7名、事務局2名

委員長挨拶：

　調査広報委員会は今年度2回目ですが、今年度

最後の委員会となります。周囲の環境も厳しい

状況が継続しご苦労されているかと思います

が、自動車関連では大変な逆風で景気回復の兆

候を感じません。

　本日は非常に議題も多く委員会を進めたいと

思いますのでよろしくお願いします。

議　事：

（1）平成21年度予算収支概要について

　調査広報予算については概ね予算通り推移し

ている。会員名簿は2年に1度の改訂の年であっ

たが時節柄外注を取り止め内製とし経費削減を

図った。

　またHP予算についてほぼ予算通り。

（2）平成22年度日工販ニュース編集方針につい

て　

　発行回数については、会員への情報誌として

重要な役割がありまた調査広報委員会の事業活

動の中心であり従来通り10回の発行とする。

　また内容については新企画「メーカーインタ

ビュー」を一昨年8・9月合併号から隔月で始め

ているが、その他「工作機械と私」、「私の読書

評」、「リレー随筆」、「甘口辛口」等の会員からの

寄稿と種々統計等機関誌として完成された構成

となっており、現在の台割りベースを継続する

ことになった。
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東部地区研修会

（3）表紙デザインについて　

　日工販創立40周年の機会にこれまで長らく使

用してきた表紙デザインを変更する方向でデザ

インを検討することになった。

（4）創立40周年記念特別号について　

　発行時期については、別冊とせず10月号にて

特集号として発行とすることにして表紙は多色

刷りカラーとする。

　また内容については座談会等特集を検討する

が、日工販会長経験者で日工販の歴史を最も良

く知っている大先輩よりアドバイスを頂き特集

のアイデアを出すこととした。特集については

新年度の委員会開催時に検討し方向性を出すこ

とになった。

（5）JIMTOFについて　

　時間がまだあるので印象記、座談会などアイ

デアを出していくことにする。また、JIMTOF

開催の前に発行予定の日工販ニュース10月号に

出品機の見所など各社より提供して頂き1ページ

4社程掲載する方向で検討することとなった。

（6）会員名簿作成について　

　検討の結果、今般内製した名簿の仕上がりは

悪くなく、名簿管理ソフトを導入すれば名簿管

理がし易くなり内製によるコスト低減から毎年

名簿発行が可能となる。

次回委員会：

　5月20日（木）　12：30

　機械工具会館

日　時：2月24（水）

　　　　　講演　13：30～15：15

　　見学　15：30～17：00

講演会場：機械工具会館6階ホール

見学会場：三菱自動車工業㈱本社ショールーム

演　題：「電気自動車の量産技術」

　　　－自動車におけるモノづくり技術の革新－

講　師：中 原　俊 憲 氏

　　　　三菱自動車工業㈱　MiEV商品生産化

　　　　プロジェクトプロジェクトマネージャー

出席者：正会員59名、メーカー賛助会員22名

　　　　リース賛助会員10名　総計91名

　坂田委員長の挨拶があり講演が開始されまし

た。

　三菱自動車工業㈱のご協力を得て、最も話題

性のある電気自動車の講演という事で、会場も

一杯となる盛況で。出席者の皆様が熱心に聴講

されていました。

　講演終了後、三菱自動車工業㈱本社ショー

ルームに移動し電気自動車「i-MiEV（アイミー

ブ）」の見学と試乗が行われました。

　試乗では多数のご希望がありましたが、試乗

車が限られて居り抽選を行っての試乗となりま

した。

　今回の講演は、大変講評でした昨年12月3日

に行なわれた中部地区講演会と同一の講演を、

三菱自動車工業㈱に再度お願いして実現しまし

た。

　講演要旨につきましては、日工販ニュース

2010年1月号掲載の「中部地区講演会」を参照下

さい。
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　お正月気分も覚めやらぬ今年の1月12日、マグニチュード7の大地震がカリブ海のハイチを襲った。

首都ポルトープランスは完全に機能不全に陥り、学校施設の90％が倒壊、医療施設も機能せず、首都人

口の1/4を失ったと言われ被害は計り知れない。その余韻も冷めない、2月27日、今度は南米チリがマ

グニチュード8.8の巨大地震に見舞われた。現地時間は午前3時34分、一瞬にして建物は倒壊し、大津

波が多くの人命を奪い被害の全容は未だ不明だ。日本においても1995年1月17日の早朝、マグニチュー

ド7.3の阪神淡路大震災が神戸地区を襲い、多くの方々が甚大な被害を受けた。日本列島は、4つの大き

なプレートが交差している地殻構造であり、これが巨大地震を引き起こす要因であることを多くの国民

は知っている。

　もうひとつの地震のタイプとして、活断層地震がある。この地震は、大陸プレートの圧力により内陸

部の活断層がずれることにより起きるもので、地表に近い部分で発生すると大きな災害をもたらすのが

特徴である。日本には2,000以上の活断層があると言われ、本州から四国にかけての太平洋側の地域で

は、今後30年以内に震度6弱以上の地震が発生する確率は26％を超えると言われている。地震による被

害で、私たちの生命が危険に晒される最大の要因は建物の倒壊である。中国の四川省大地震でも学校が

倒壊し多くの子供たちが犠牲になったことは、記憶に新しい。日本の状況はどうであろうか。地方公共

団体が所有している防災拠点となる公共施設（都道府県、市町村の庁舎や消防署・学校・体育館・文化施

設・コミュニティセンター）等は約18万6,300棟で、耐震性が確保されているのが約54％と推定されて

いる。何と約半分近い施設の耐震性確保が出来ていない状況である。この中で、学校の状況を調べて見

ると、2009年度における公立の小中学校の耐震化状況は、全体棟数12万4,976棟の内、4万1,206棟

（33％）が耐震性無し・または未診断の状況であった。

　また、いざと言うときの医療施設の状況は、厚生労働省の資料によると、病院全体の耐震化率が56.2

％、このうち地震発生時の医療拠点となる災害拠点病院及び救命救急センターの耐震化率は62.4％であ

る。国は各施設の耐震化を補助金による支援で進めようとしているが、少なくとも小中高の学校施設及

び災害拠点病院施設等については、補助金ではなく、国の直轄事業として優先的に予算化し100％の耐

震化を早期に進めるべきではないだろうか。子供手当や高速道路の無料化より、優先すべき国家予算の

使途であり、景気対策としても内需の刺激・雇用確保に有益な施策と思われる。

　鳩山首相の施政方針演説では、何度も「命を守りたい」とのメッセージが出されていたが、地震列島で

暮らす日本国民の命を守る施策が後手に回らないことを切に望む次第である。

三菱UFJリース㈱
執行役員機械部長

小　田　裕　正

“地震防災こそ事業仕分けの最優先項目”
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㈱山　善
太田営業所機械部

渡　邉　章　貴

　最近私の働く群馬の地域でもエコカーと呼ばれる自動車を見る機会が増えてきました。

　私が乗っているのはとてもエコカーとは呼べない中古車ですが、太田に配属されてからすぐに購入し

ました。初めて自分の車を持つことができたので、旅行の際は率先して出動させるようにしています。

旅行自体昔から大好きで定期的に友人達と出掛けており、今でも旅行の前日はなかなか眠れないほどで

す。

　先日、伊豆半島でコテージを借り、初日はバーベキューをして夜中まで飲み明かしたり、次の日は朝

早くからテニスやバトミントンで久しぶりに体を動かすことができたりと、とても充実した旅行でした。

朝は苦手な方なのですが、楽しみが大きい時は不思議と気になりません。小さなことかもしれませんが、

私が小学生の時、毎日誰よりも早く起きるほど楽しみにしていたことがあります。

　小学生の頃、眠たい目をこすりながら毎朝朝早く起きて父と一緒にあるテレビドラマを見ていました。

そのドラマには“ナイト2000”という人工知能を持った車が登場するのですが、人間の言葉を話すこと

はもちろん、敵の銃弾を弾くボディや何十メートルものダイナミックなジャンプ、何でも分析できるス

キャナーなど様々な機能が搭載されており、それらの最先端機能を駆使して悪に立ち向かっていく、と

いうストーリーでした。このドラマは父親世代ならみんなが夢中になって見ていた海外ドラマだったら

しいのですが、私もすぐそのドラマに夢中になってしまいました。ナイト2000のモデルとなった車が

実際に販売されていることを知り、この時私は将来この車を買って乗ろう、とまで思っていたほどでし

た。当時としてもかなり奇抜なデザインでしたが、私はこのデザインがとても好きになりました。

　高校卒業と同時に免許を取り、この車について調べてみましたが、うわさでは燃費が非常に悪く、と

ても維持費をまかないきれないということで断腸の思いで断念した記憶があります。今日、あらゆる自

動車メーカーにおいて省エネを意識した開発に取り組みがされ、現在では1リットルで30キロメートル

以上走行が可能な車が普及しており、私の世代の方でも維持費に苦しむことがなくなりつつあります。

私が自動車に興味を持ってからほんの十数年ですが、自動車の持つ機能は劇的に変化しているのだと思

いますし、今もその発展途上なのだと思います。主観ではありますが、私がかっこいいと感じていた当

時の車に、もし、今の機能が備わっていたら、恐らく購入していたのだと思います。あの車のデザイン

がどうしても忘れられない私としては、今の技術環境の下で、同じデザインの車を販売して欲しいとい

う思いでいっぱいです。

　次号は、今年から新たに発足されました㈱Ｃ＆Ｇシステムズの柏口様にお願い致しました。宜しくお

願い致します。
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工作機械・FA流通動態調査１
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2009年　工作機械類等機種別輸入通関実績（速報）
（平成21年1月～12月）

出所：財務省貿易統計
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工作機械 過去5年 業種別受注実績

工作機械受 過去5年 機種別受注実績（上段：全体、下段：NC機）

出所：（社）日本工作機械工業会

出所：（社）日本工作機械工業会
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2009年　工作機器生産動態集計表

出所：（社）日本工作機器工業会注）生産金額・販売金額ともに、生産者販売価格又は契約価格で表示。

工作機械業種別受注額（2010年1月）

出所：（社）日本工作機械工業会

（単位：千個、
百万円）
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マシニングセンタ動向

NC旋盤動向
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行事予定

政策委員会・定例理事会 …………………………… 3月10日（水） 大阪産業創造館
中部地区会員懇談会 ………………………………… 3月11日（木） 名古屋市工業研究所
西部地区会員懇談会 ………………………………… 3月17日（水） 大阪弥生会館
政策委員会・定例理事会 …………………………… 5月12日（水） 安保ホール
調査広報委員会 ……………………………………… 5月20日（木） 機械工具会館
第41回通常総会 ……………………………………… 6月9日（水） グランドアーク半蔵門
日工販創立40周年記念式典・講演会・祝賀会 …… 6月9日（水） グランドアーク半蔵門
展示会
WESTEC 2010 ……………………………… 3月23（火）～3月25日（木）　Los Angeles Convention Center
CCMT 2010-China CNC Machine Tool Fair…… 4月12日（月）～4月16日（金）　北京中国国際展覧センター
SIMTOS 2010 ………………………………… 4月13日（火）～4月18日（日）　韓国国際展示場KINTEX（ソウル）
INTERMOLD 2010 第21回金型加工技術展 ………………… 4月14日（水）～4月17日（金）　インテックス大阪
LASER EXPO 2010 ……………………………………………… 4月21日（水）～4月23日（金）　パシフィコ横浜
MEX 金沢 2010（第48回機械工業見本市金沢）……………… 5月20日（木）～5月22日（土）　石川県産業展示館
EASTEC 2010 ……… 5月25日（火）～5月27日（木）　Eastern States Exposition W Springfield, MA USA
次世代自動車産業展 2010 A-NEXT 2010 ………………… 6月16日（水）～6月18日（金）　東京ビッグサイト
第50回 西日本総合機械展……………… 6月24日（木）～6月26日（土）　西日本総合展示場新館（北九州市小倉区）

● ３月号をお届けします。３月に入りますと、春がもうすぐそこまでやってきていると感じられ気分的にウキウキし
た気持ちになりますが、一方で春が近づくと憂鬱になる方も多くなっています。それは春とともに「花粉症」の到来
となるのが原因ですが、特にスギ花粉症患者は年々増加し国民の４人に１人、即ち25％がスギ花粉症に悩んでいる
と言われていますし、スギ以外にも花粉症を引き起こす植物は国内に80種類もあるそうです。花粉症は死に至る病
気ではありませんが、現在のところ完治しない病気で上手に付き合っていくしかないところが憂鬱となる理由と思
います。

● 第一生命保険相互会社が第23回目となる恒例の『サラリーマン川柳100選』を発表しました。応募総数２万9,215句よ
り100句が選ばれ５月にはベスト10が発表されるそうですが、多くが世相を色濃く反映した作品となっています。
既に面白い作品が報道されていますが次の作品を推したいと思います。職場に関係するもので『気をつけろ　ブレ
る上司と　キレる部下』、そして愛煙家納得の作品『妙案は　会議室より　喫煙所』、就職活動を「就活」と言ってお
り、最近は結婚も積極的に動かなければならないという事で「婚活」という言葉をよく耳にしますが、これより『二
人の子　婚活、就活　親カツカツ』、就職しても職場では『「先を読め！」　言った先輩　リストラに』と怖い話。そ
してエコ時代に何とかお役に立ちたいと『体脂肪　燃やして発電　出来ないか』。

● 日工会発表１月の受注総額は551億円となり、12月に比べ8.5％マイナスとややペースダウンとなりましたが、年末
年始の季節要因を考慮すればまずまずの結果と思います。しかしながら、内需については150億円と前月比10.6％
マイナスと今ひとつ勢いがなく今後に期待したいと思います。尚、受注総額の前年同月比が189.4％を示すように、
これから暫くは前年同月比についてはあまり意味を持たなくなりました。

会員消息

社名変更 ……… 東部地区正会員　伊藤忠マシンテクノス㈱ （旧社名 伊藤忠メカトロニクス㈱）（4月1日）
　　　　　　　 　　　　　　　　丸紅トッキ・インダストリーズ㈱ （旧社名 トッキ・インダストリーズ㈱）
　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取締役社長　高林利男
　　　　　　　 リース賛助会員　住信・パナソニックフィナンシャルサービス㈱ （旧社名 住信リース㈱）（4月1日）
代表者変更 …… 東部地区正会員　群馬工機㈱　　　　　　　取締役社長　遠藤光寿
　　　　　　　 　　　　　　　　㈱ナチ常盤　　　　　　　取締役社長　岡田信雄　　　
窓口変更 ……… 東部地区正会員　帝通エンヂニヤリング㈱　常務取締役　荒木正昭



賛助会員（全68社）

［東部地区（35社）］

㈱ 旭 商 工 社
伊藤忠メカトロニクス㈱
今 井 機 械 工 業 ㈱
大 石 機 械 ㈱
㈱ カ ナ デ ン
㈱カネコ・コーポレーション
㈱ 兼 松 Ｋ Ｇ Ｋ
㈱ 京 　 　 二
㈱ 共 和 工 機
群 馬 工 機 ㈱
㈱ 国 　 　 興
㈱ 三 機 商 会
三 洋 マ シ ン ㈱
サ ン ワ 産 業 ㈱
シ マ モ ト 技 研 ㈱
住友商事マシネックス㈱
㈱ セ イ ロ ジ ャ パ ン
誠和エンジニアリング㈱
双 日 マ シ ナ リ ー ㈱
太 平 興 業 ㈱
㈱ 高 橋 機 械
帝通エンヂニヤリング㈱
㈱ テ 　 ヅ 　 カ
㈱ Ｔ Ｅ Ｍ Ｃ Ｏ
㈱ ト 　 ミ 　 タ
㈱ Ｎ ａ Ｉ Ｔ Ｏ
㈱ ナ チ 常 盤
日 鋼 商 事 ㈱
藤 田 総 合 機 器 ㈱

丸紅トッキ・インダストリーズ㈱
三井物産マシンテック㈱
三 菱 商 事 テ ク ノ ス ㈱
㈱ ヤ マ モ リ
ユ ア サ 商 事 ㈱
米 沢 工 機 ㈱

［中部地区（20社）］

石 原 商 事 ㈱
㈱ 井 　 　 高
岡 谷 機 販 ㈱
カ ト ー 機 械 ㈱
釜 　 　 屋 ㈱
岐 阜 機 械 商 事 ㈱
甲 信 商 事 ㈱
三 栄 商 事 ㈱
三 機 商 事 ㈱
サ ン コ ー 商 事 ㈱
三 立 興 産 ㈱

㈱ ソ デ ィ ッ ク
大 昭 和 精 機 ㈱
㈱ 太 陽 工 機
高 松 機 械 工 業 ㈱
㈱ 滝 澤 鉄 工 所
㈱ ツ 　 ガ 　 ミ
津 田 駒 工 業 ㈱
㈱ 東 京 精 密
東芝機械マシナリー㈱
東 洋 精 機 工 業 ㈱
㈱ナガセインテグレックス
中 村 留 精 密 工 業 ㈱
㈱ 日 研 工 作 所
浜 井 産 業 ㈱
日 立 ツ ー ル ㈱
フ ァ ナ ッ ク ㈱
富 士 機 械 製 造 ㈱
ブ ラ ザ ー 工 業 ㈱
豊 和 工 業 ㈱
牧 野 フ ラ イ ス 精 機 ㈱
㈱牧野フライス製作所
㈱ 松 浦 機 械 製 作 所
三 井 精 機 工 業 ㈱
㈱ ミ ツ ト ヨ
三 菱 重 工 業 ㈱
三 菱 電 機 ㈱
三菱マテリアルツールズ㈱
㈱ ミ 　 ヤ 　 ノ
メルダスシステムエンジニアリング㈱
㈱ 森 精 機 製 作 所
安 田 工 業 ㈱
ヤ マ ザ キ マ ザ ッ ク ㈱

［リース業（16社）］

N T T フ ァ イ ナ ン ス㈱
共 友 リ ー ス ㈱
近 畿 総 合 リ ー ス ㈱
興 銀 リ ー ス ㈱
首 都 圏 リ ー ス ㈱
昭 和 リ ー ス ㈱
Ｊ Ａ 三 井 リ ー ス ㈱
住 信 リ ー ス ㈱
東 銀 リ ー ス ㈱
東 芝 フ ァ イ ナ ン ス ㈱
日本機械リース販売㈱
日 本 Ｇ Ｅ ㈱
日 立 キ ャ ピ タ ル ㈱
三井住友ファイナンス＆リース㈱
三菱電機クレジット㈱
三 菱 U F J リ ー ス ㈱
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下 野 機 械 ㈱
㈱ 大 　 　 成
㈱ 大 　 　 誠
㈱ 東 　 　 陽
㈱ 日 本 精 機 商 会
浜 松 貿 易 ㈱
㈱ 不 　 　 二
山 下 機 械 ㈱
ワ シ ノ 商 事 ㈱

［西部地区（16社）］

赤 澤 機 械 ㈱
伊 吹 産 業 ㈱
植 田 機 械 ㈱
㈱ お 　 じ 　 ま
関 西 機 械 ㈱
京 華 産 業 ㈱
五 誠 機 械 産 業 ㈱
桜 井 機 械 ㈱
㈱ ジ ー ネ ッ ト
大 幸 産 業 ㈱
㈱ 立 花 エ レ テ ッ ク
西 川 産 業 ㈱
日 本 産 商 ㈱
マ ル カ キ カ イ ㈱
宮 脇 機 械 プ ラ ン ト ㈱
㈱ 山 　 　 善

［製造業（52社）］

㈱アマダマシンツール
㈱ エ 　 グ 　 ロ
エ ヌ テ ィ ー ツ ー ル ㈱
㈱MS Tコーポレーション
エ ン シ ュ ウ ㈱
オ ー エ ス ジ ー ㈱
オ ー ク マ ㈱
大 阪 機 工 ㈱
㈱岡本工作機械製作所
㈱神崎高級工機製作所
㈱ 北 川 鉄 工 所
キ タ ム ラ 機 械 ㈱
キ ャ ム タ ス ㈱
黒 田 精 工 ㈱
コ マ ツ Ｎ Ｔ Ｃ ㈱
㈱ Ｃ ＆ Ｇ シ ス テ ム ズ
㈱ ジ ェ イ テ ク ト
㈱ シ ギ ヤ 精 機 製 作 所
新 日 本 工 機 ㈱
住友電工ハードメタル㈱

正会員（全71社）


